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高齢者の居住環境と温熱適応に関する調査研究
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第１報　調査の概要
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目的：高齢者の温熱適応能力からみた居住環境づくりについて検討する目的で。気候風土

的特色をもつ地域に居住する高齢者を対象に，身体状況や生活行動様式，着衣状況，室内

環境調整などの実態についてアンケート調査を実施し，加齢による共通的特性と環境要因

からくる特異性1について分析を加えた。

方法（調査対象は北海道か:ら九州に至る10地域で各地に居住する60才以上の男女計約3200

名。昭和62年８月～63年２月までの酷暑・酷寒期を選び, 原則として同一対象者に記入を

依頼。尚，比較対象として同地域の大学生男女約1100名についても同調査を実施した。

結果：本報では高齢対象者の属性および加齢による特徴について報告する。平均年齢は男

性70.4才。女性69.2才. 約半数が子供又は子供の家族と同居し，夫婦暮らしは男性40％に

対し女性は24％と少なく，逆に女性の１人暮らしが17％（男性3 ％）と多い。身長，体重

および肥満度を示すケトレ指数(体重／身長■=）は加齢とともに減少傾向が認められる。日

常生活において加齢による影響が顕著に認められる項目には，①夜間のトイレ回数. ②就

寝時刻. ③睡眠時間. ④昼寝の有無. ⑤外出頻度，⑥家事作業（男性のみ）, ⑦昼間と夜

間の居室. ⑧寝床暖房器具の使用開始時期などがある。①③④は加齢とともに増加, ⑤⑥

は減少. ②⑧はその時期か早まる。また，居室と寝室が同室となる割合も｀増加し，住一居内

での行動範囲か狭くなる。男女差は睡眠に関わる項目. 暑さに対する抵抗力，冬期の夜間

トイレ回数，外出頻度，カイロの使用に認められ，女性の方が全般的に暑さに対してやや

弱いが寒さに対しては逆の傾向がある。季節差や着衣量などについての比較も行う。
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　第２報　夏季の場合

（第１報と同じ）

　目的：前報と同様であるが、本報では高齢者の夏季に*5ける暑さへの対応に焦点をおい

て、その着衣、住宅および住み方の実態と温熱感や疲労感との関係を地域別、男女別に検

討した。方法は前報で述べた62年度の調査と同様であるが、それ以外K. 63年度に岩手と兵

庫で男女各20名に対する面接聞き取り調査を行った結果も合わせて検討する。

　結果：高齢者の温熱感には地域による差が顕著にViめられないが、着衣の状態、住宅お

　ｰよび住まい方対応には地域差が認められた。すなわち昼間家庭での平均着衣量は岩手で男

性0. 50クロ、女性0.44クロに対し、兵庫では各々0.32クロ、0.41クロで兵庫の方が薄着で

ある。住宅、住み方対応では、いずれの地域でも「日差しを防､ぐ」が第一に多いが、特に

大阪、兵庫で高率を示し、それに続く「す戸」や「よしず」の利用は中部以西、「打ち水」

は関酉と広島でより多く、住み方工夫の地域差が認められる。また住宅自体に手を加える

「断熱材を入れる」は北海道や東北で各々3割、２割位認められたが、他では１割以下で

ある。直接的温熱調節法としては、「窓を開ける」が地方差なく第一に多くあげられたが、

「クーラ-の利用」は都市部居住者の多かった東京、大阪、兵庫、広島で高率であった。

以上のように対象地域の北と南では日常生活における気候への対応には差が認められるが、

対象者の多くは生まれた時から同地域に住み、気候に順応しており、現状の防暑対応を当

然のことと受け止めているために温熱感には居住地が変わっても差が表れないのではない

かと考えられる。しかし、疲労感は北部より南部の居住者に、しかも農村部より都市部居

住者にその訴えが高率である。これらの点を考慮した防暑対応が必要である。


